


「府立学校施設長寿命化整備方針に基づく事業実施計画」参考資料１

（第２期：令和8～12年度）の策定 について（案）

 位置づけ 
「府立学校施設長寿命化整備方針（第２期）」に基づき、学校・棟単位での計画的な改修等に取り組むための実施計画。
計画期間：第２期　令和８～12年度
 実施計画 
    (改築)
主たる校舎の築年数が使用年数の目安である70年を経過する場合の整備の方向性は、改築（又は更なる長寿命化）とする。
改修を行っても安全性や良好な学習環境を確保できない状態や他の施設への集約化等の代替策がない場合等については、築後70年に満たない場合でも学校施設の改築を検討する。
中長期的にニーズが高い学校や、地域の学びの拠点としての役割を期待される学校、生徒の学びの保障を担う学校などを中心に、築後70年に関わらず柔軟に検討し、必要な建物について効果的な改築を進める。
　・ 寝屋川高校(築88年: 令和8年3月末)は、令和９年度から改築工事に着手予定。
　・ 旭高校(築71年)、東住吉高校（築69年）は、令和８年度より改築の検討に着手予定。
　・ これらに続き、築年数や老朽化の状況をふまえ、計画的に改築を検討・実施していく。

　　（改修）
　　　①予防保全
第１期計画に基づき「ｄ判定」の箇所を解消。今後も劣化度調査や日常点検等の結果を踏まえ、計画的な改修等を進めていく。

　　　②教育環境向上・学校の魅力化推進等
長寿命化改修にあたっては、建物の継続使用年数等を考慮するだけでなく、トイレ洋式化等、空調設備整備、内装リニューアルなど、新しい時代の学びを実現するための学習環境面及び生活環境面での機能向上や学校の魅力化推進を考慮して実施していく。　　
　　
a) トイレの洋式化等:令和8年度末までに、トイレ洋式化目標値（92％以上）達成に向け改修。令和９年度以降、床の乾式化や照明のLED化等を検討・実施。
b) 空調設備整備：空調設備を設置していない特別教室等について、計画的に整備を実施。
c) 内装リニューアル：築30～60年（令和７年度末）の128校（高校98、支援30）の普通教室等の内装リニューアルを令和8～12年度に計画的に実施。３－３８

